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お問い合わせ
中能登町企画課情報担当

光
フ
ァ
イ
バ
ー
ケ
ー
ブ
ル
を
電
柱

に
架
け
る
工
事
で
す
。

町
内
の
道
路
上
で
高
所
作
業
車
に

よ
る
工
事
が
行
わ
れ
、
車
両
通
行
な

ど
に
支
障
が
出
る
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

光
フ
ァ
イ
バ
ー
ケ
ー
ブ
ル
を
建
物

敷
地
内
に
引
込
む
工
事
及
び
音
声
告

知
端
末
を
宅
内
に
設
置
接
続
す
る
工

事
で
す
。

住
宅
敷
地
内
及
び
宅
内
で
工
事
が

行
わ
れ
ま
す
。

工
事
に
先
立
ち
、
施
工
業
者
が
戸

別
に
訪
問
し
現
地
調
査
を
行
い
ま
す
。

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

詳
細
は
、別
途
送
付
し
ま
し
た
中

能
登
町
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
工
事
の
ご

協
力
に
つ
い
て
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

施
工
業
者
は
左
表
の
と
お
り
で
す
。

宅
外
に
設
置
す
る
光
信
号
変
換
機

と
宅
内
に
設
置
す
る
音
声
告
知
端
末

を

ケ
ー
ブ
ル
で
配
線
し
接
続

し
ま
す
。

町
で
は
、
標
準
工
事
の
費
用
内
で

配
線
工
事
が
で
き
る
よ
う
出
来
る
だ

け
考
慮
し
ま
す
。

工

事

名

業

者

名

現
場
事
務
所

伝
送
路
工
事

第
一
電
機
工
業

中
能
登
町
武
部
は
部

番
地

引
込
工
事

第
一
電
機
工
業

中
能
登
町
武
部
は
部

番
地

宅
内
工
事

北
陸
電
気
工
事

七
尾
支
店

中
能
登
町
武
部
は
部

番
地

工

事

名

業

者

名

現
場
事
務
所

伝
送
路
工
事

第
一
電
機
工
業

中
能
登
町
武
部
は
部

番
地

引
込
工
事

第
一
電
機
工
業

中
能
登
町
武
部
は
部

番
地

宅
内
工
事

北
陸
電
気
工
事

七
尾
支
店

中
能
登
町
武
部
は
部

番
地

引
込
工
事
及
び
宅
内
工
事

宅
内
工
事
の
施
工
方
法
及
び
負
担

工
事
区
分

加
入
者
の
負
担
範
囲

工
事
内
容

標
準
工
事

加
入
者
費
用
負
担
な
し

露
出
配
線

追
加
工
事

標
準
工
事
を
上
回
る

部
分
の
費
用
を
加
入

者
が
負
担
す
る

天
井
内
、壁
内
隠
ぺ
い
配
線
、

化
粧
カ
バ
ー（
モ
ー
ル
）の
追

加
、
電
源
コ
ン
セ
ン
ト
の
追

加
な
ど
標
準
工
事
に
含
ま
れ

な
い
工
事

工
事
区
分

加
入
者
の
負
担
範
囲

工
事
内
容

標
準
工
事

加
入
者
費
用
負
担
な
し

露
出
配
線

追
加
工
事

標
準
工
事
を
上
回
る

部
分
の
費
用
を
加
入

者
が
負
担
す
る

天
井
内
、壁
内
隠
ぺ
い
配
線
、

化
粧
カ
バ
ー（
モ
ー
ル
）の
追

加
、
電
源
コ
ン
セ
ン
ト
の
追

加
な
ど
標
準
工
事
に
含
ま
れ

な
い
工
事

工
事
の
承
諾
を
い
た
だ
く
事
項
は

光
信
号
変
換
機
の
設
置
及
び
音
声
告

知
端
末
の
設
置
に
な
り
ま
す
。

提
出
さ
れ
て
い
な
い
方
は
速
や
か

に
役
場
窓
口
サ
ー
ビ
ス
担
当
ま
で
提

出
願
い
ま
す
。

提
出
が
な
い
場
合
は
、
工
事
を
す

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

工
事
承
諾
書

設
置
対
象
（
個
人
住
宅
な
ど
）

基
本
は
工
事
承
諾
書
を
提
出
し
て

い
た
だ
い
た
世
帯
（
住
民
基
本
台
帳

法
に
基
づ
く
世
帯
）
に
光
フ
ァ
イ

バ
ー
ケ
ー
ブ
ル
を
一
回
線
無
償
引
込

み
し
、
音
声
告
知
端
末
を
一
台
無
償

貸
与
し
ま
す
が
、
次
の
場
合
は
有
償

と
な
り
ま
す
。

・
住
民
登
録
が
な
い
世
帯
の
住
宅

へ
の
引
込
み

・
一
つ
の
建
物
に
二
回
線
以
上
の

引
込
み

な
ど

お
知
ら
せ
放
送

平
成

年

月
か
ら
町
や
地
区
等

か
ら
の
音
声
に
よ
る
行
政
案
内
等

は
、
戸
別
受
信
機
か
ら
音
声
告
知
端

末
に
全
面
的
に
移
行
す
る
予
定
で

す
。現

在
設
置
さ
れ
て
い
る
戸
別
受
信

機
は
停
電
時
に
使
用
し
ま
す
の
で
引

き
続
き
お
使
い
い
た
だ
き
ま
す
。

音
声
告
知
端
末

区 分
ダイヤルする番号

通話対象
最初 従来の電話番号

町内
無料電話

町内で音声告知
端末に接続され
た電話機同士の
通話に限る

従来の
電話

（ 回線）
なし 従来どおり

区 分
ダイヤルする番号

通話対象
最初 従来の電話番号

町内
無料電話

町内で音声告知
端末に接続され
た電話機同士の
通話に限る

従来の
電話

（ 回線）
なし 従来どおり

町内無料電話用の番号は
に決定しました。

最初に をダイヤルした後、従来の電話番
号をダイヤルすると町内間で無料通話ができるよ
うになります。

町町内内無無料料電電話話ののかかけけ方方町内無料電話のかけ方

一
世
帯
の
世
帯
員
が
別
々
の
住
居

（
同
一
敷
地
内
、
離
れ
た
場
所
問
わ

ず
）
で
生
活
し
、
両
方
と
も
引
込
み

で
き
ま
す
か
。

希
望
さ
れ
る
住
居
一
箇
所
に
無
償

引
込
み
し
ま
す
。
も
う
一
方
は
有
償

と
な
り
ま
す
（
約

万
円
程
度
）。

ご
質
問

回

答

平 成 年国勢調査による人口及
び世帯の確定数が平成 年

月 日に公表され、同時に第 次基
本集計結果（年齢、配偶関係、世帯
の構成、住居の状態）が総務省統計
局から公表されました。

人口
総数 人
男 人
女 人

世帯数
総数 世帯
一般世帯 世帯
施設等の世帯 世帯

平成 年
国勢調査

第 次
基本集
計結果

平成 年
国勢調査

第 次
基本集
計結果

男女別人口グラフ

平均年齢 男性 歳 女性 歳 総合 歳

伝
送
路
工
事

平
成

年

月
サ
ー
ビ
ス
開
始
に
向
け
て



行
政
視
察
研
修
会

健健
全全
財財
政政
をを
目目
指指
しし
たた
新新
たた
なな
まま
ちち
づづ
くく
りり

健
全
財
政
を
目
指
し
た
新
た
な
ま
ち
づ
く
り

産
業
建
設
常
任
委
員
会
視
察
研
修
会会

御御
食食
国国

みみ
けけ
つつ
くく
にに

若若
狭狭
おお
ばば
まま

食食
育育

でで
のの
まま
ちち
づづ
くく
りり

御
食
国

み
け
つ
く
に

若
狭
お
ば
ま

食
育

で
の
ま
ち
づ
く
り

地
域
の
暖
か
い
見
守
り

高
齢
社
会
の
中
、
中
能
登
町
で

も
年
々
認
知
症
に
関
す
る
相
談
が

増
え
て
き
て
い
ま
す
。

歳
以
上

で
は

人
に

人
が
認
知
症
高
齢

者
と
い
わ
れ
て
い
て
、
決
し
て
珍

し
い
こ
と
で
は
な
く
な
っ
て
き
て

い
ま
す
。

認
知
症
は
早
期
発
見
や
早
期
治

療
も
大
切
で
す
が
、
何
よ
り
も
地

域
の
温
か
い
見
守
り
が
大
切
と
な

り
ま
す
。

毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で
、
認
知

症
の
方
を
暖
か
く
見
守
り
、
お

互
い
様

と
支
援
で
き
る
ま
ち
を

つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

認
知
症
は
病
気
で
す

認
知
症
は
、
以
前
は
痴
呆
症
と

呼
ば
れ
て
い
た
脳
の
病
気
で
す
。

脳
の
機
能
が
低
下
す
る
こ
と
で
、

物
忘
れ

や

判
断
力
の
低
下

な
ど
が
起
こ
り
ま
す
。そ
の
結
果
、

他
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

が
と
り
に
く
く
な
っ
た
り
、
周
り

の
状
況
に
あ
わ
せ
た
行
動
が
と
れ

な
く
な
っ
た
り
し
ま
す
。

し
か
し
、
本
人
も
自
分
が
情
け

な
か
っ
た
り
、
自
分
が
崩
れ
て
い

く
よ
う
な
不
安
を
感
じ
た
り
、
大

き
な
ス
ト
レ
ス
に
さ
ら
さ
れ
て
い

る
の
で
す
。

ま
ず
病
気
と
し
て
の
認
知
症
を

理
解
す
る
こ
と
、
そ
れ
が
第
一
歩

で
す
。

お
問
い
合
わ
せ
は

中
能
登
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
保
健
セ
ン
タ
ー
ろ
く
せ
い
内
）

地域での心配事

・同じところをぐるぐる廻っ
ているお年寄りがいる

地域での心配事

・同じところをぐるぐる廻っ
ているお年寄りがいる

道に迷っているのかも
声かけを

道に迷っているのかも
声かけを

交通機関での心配事

・どこへ行ったらいいかわか
らないと言っている

・切符が買えずに困っている

交通機関での心配事

・どこへ行ったらいいかわか
らないと言っている

・切符が買えずに困っている

やさしく接して
あげてください
やさしく接して
あげてください

銀行・郵便局での心配事

・通帳を盗まれたと何度も来ている
・キャッシュコーナーでもたもたし
ている

銀行・郵便局での心配事

・通帳を盗まれたと何度も来ている
・キャッシュコーナーでもたもたし
ている

話を聞いて
あげてください。
話を聞いて

あげてください。

コンビニやスーパーでの心配事

・商品を無断で持っていってしまう
・レジでお金を支払うのにもたもた
している

・同じ商品を日に何回も
買っている

コンビニやスーパーでの心配事

・商品を無断で持っていってしまう
・レジでお金を支払うのにもたもた
している

・同じ商品を日に何回も
買っている

家族にそっと連絡を
ゆっくりと支払えるレジを
商品を購入する時、声かけを

家族にそっと連絡を
ゆっくりと支払えるレジを
商品を購入する時、声かけを

おお互互いい様様とと支支援援ででききるるままちちををお互い様と支援できるまちを

月

日
か
ら

日
に
か
け

て
、
佐
賀
県
の
玄
海
原
子
力
発
電

所
、
島
原
市
の
雲
仙
普
賢
岳
震
災

現
場
、
及
び
福
岡
県
福
智
町
を
視

察
し
て
き
ま
し
た
。

福
智
町
は
、
人
口
が

万

千

人
、

千
世
帯
で
、
中
能
登
町
と

同
じ
く
隣
接
地
域
の

町
（
金
田

町
・
赤
池
町
・
方
城
町
）
が
合
併

し
た
町
で
、
議
会
議
員
は

人
で

構
成
。
旧

町
時
代
に
は
、
共
に

赤
字
財
政
再
建
団
体
に
陥
り
、
厳

し
い
財
政
運
営
を
強
い
ら
れ
て
い

ま
し
た
が
、
今
で
は
立
ち
直
り
、

新
た
な
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て

頑
張
っ
て
い
ま
す
。

町
担
当
課
長
か
ら
の
説
明
で

は
、
産
炭
地
だ
っ
た
筑
豊
炭
田
閉

山
が
相
次
ぎ
、
人
口
減
少
と
税
収

落
ち
込
み
に
よ
り
約

億
円
も
の

赤
字
を
出
し
、
自
主
再
建
断
念
を

余
儀
な
く
さ
れ
た
が
、
財
政
再
建

計
画
で
色
々
な
事
業
の
見
直
し
に

よ
り
、

年
が
か
り
の
再
建
策
が

年
早
く
赤
字
解
消
に
漕
ぎ
着
け

た
結
果
に
な
っ
た
と
の
こ
と
で
し

た
。出

席
し
た
議
員
か
ら
の
色
々
な

質
問
に
対
し
、
特
に
職
員
給
与
で

は
、
目
安
と
な
る
ラ
ス
パ
イ
レ
ス

指
数
（
国
の
基
準
は

）
で

は
、

で

・

％
、

で

・

％
と
給
与
水
準
を
大

幅
に
引
き
下
げ
、
職
員
数
も

の

人
か
ら

で

人
と
大
幅
削
減
し
た
と
共
に
、
国

の
基
準
を
下
回
る
各
種
使
用
料
の

負
担
増
や
手
厚
い
福
祉
手
当
の
見

直
し
減
額
等
、
収
支
抑
制
に
よ
り

町
の
建
て
直
し
を
図
っ
た
と
の
こ

と
で
、
住
民
に
も
理
解
し
て
も
ら

い
住
民
の
義
務
も
明
確
化
に
し
た

こ
と
が
、
再
建
に
つ
な
が
っ
た
と

の
説
明
で
し
た
。

ち
な
み
に
、
当
町
の
職
員
給
与

に
お
け
る
ラ
ス
パ
イ
レ
ス
指
数
が

で

・

％
と
聞
き
、
給
与

水
準
の
違
い
に
驚
い
た
様
子
で
し

た
。当

町
は
、
財
政
的
に
県
内
で
も

安
定
し
た
町
で
す
が
、
ケ
ー
ブ
ル

テ
レ
ビ
事
業
や
小
中
学
校
統
合
な

ど
、
多
額
の
投
資
的
事
業
も
山
積

月

、

日
、
委
員
会
視
察

研
修
に
福
井
県
小
浜
市
の

食
育

の
取
り
組
み

と
京
都
市
西
新
道

錦
会

に
し
き
か
い

商
店
街
で
の

地
域
商
店

街
の
活
性
化
策

を
視
察
し
て
き

ま
し
た
。

小
浜
市
は
、
古
く
か
ら

若
狭

お
ば
ま

と
呼
ば
れ
、
飛
鳥
、
奈

良
時
代
か
ら
宮
廷
に
食
材
を
提
供

し
た
、
全
国
で
も
数
少
な
い

御
食
国

み
け
つ
く
に

と
し
て
の
歴
史
と
、

平
安
時
代
か
ら

若
狭
も
の

と

し
て
の
豊
富
な
食
材
で
、
京
都
の

食
卓
を
支
え
発
展
し
て
き
た
歴
史

伝
統
は
、
今
も
受
け
継
が
れ
て
い

ま
す
。

地
方
分
権
が
叫
ば
れ
る
中
、
小

浜
市
で
は
、
こ
う
し
た
歴
史
背
景

を
重
ん
じ
、
も
と
も
と
あ
る
食
資

源
を
活
用
し
て
、
食
の
ま
ち
づ

く
り

を
提
唱
。
全
国
に
先
駆
け

て
平
成

年

月
に

食
の
ま
ち

づ
く
り
条
例

が
制
定
さ
れ
、
市

役
所
内
に
は

食
の
ま
ち
づ
く
り

課

も
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

身
土
不
二

し
ん
ど
ふ
じ

や

地
産
地
消

ち
さ
ん
ち
し
ょ
う

で
の
食
の
安
全
安
心
を
モ
ッ
ト
ー

に
、
地
元
農
家
の
協
力
を
得
た
小

中
学
校
で
の
地
場
産
学
校
給
食
を

は
じ
め
、
市
内
の
全
園
児
や
小
学

児
童
を
対
象
と
し
た
キ
ッ
ズ
・

ジ
ュ
ニ
ア
キ
ッ
チ
ン
で
、
ふ
る
さ

と
料
理
を
楽
し
み
な
が
ら
、
同
時

に
食
の
大
切
さ
や
子
ど
も
達
の
自

律
と
協
調
性
を
養
う
こ
と
で
、
ま

ち
づ
く
り
起
こ
し
の
土
台
づ
く
り

を
実
践
し
、
最
近
で
は
、
子
ど
も

た
ち
に
感
謝
の
心
が
芽
生
え
始
め

た
と
の
こ
と
で
し
た
。当
町
で
も
、

今
後
こ
う
し
た
取
り
組
み
を
検
討

し
な
が
ら
、
笑
顔
あ
る
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
実
感
し
ま
し
た
。

し
て
い
ま
す
。
今
回
の
福
智
町
で

の
財
政
再
建
策
で
の
取
り
組
み
を

参
考
に
、
経
費
節
減
と
長
期
計
画

に
よ
る
安
定
し
た
行
財
政
の
運
営

に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
、

再
認
識
し
た
有
意
義
な
研
修
で
あ

り
ま
し
た
。

議会議会視察研修報告

雲仙普賢岳の噴火の熱風により
一瞬でガレキとなった小学校舎

福智町役場正面玄関前

小浜市役所で 食育 を勉強



第 回 町民卓球大会
日時・場所

月 日（日） 開会式 午前 時 分
鹿島体育センター

参加資格
町内在住、町内勤務、町内学生・生徒（出

身者含む）の方
お申し込み・お問い合わせ
月 日（金）までに
町卓球協会 山辺（ ）へ

楽
し
く
歩
い
て

気
分
壮
快

月

日
、
今
年
で

回
目
を

迎
え
た

中
能
登
町
ス
ポ
ー
ツ
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
祭
ウ
ォ
ー
ク
ラ

リ
ー

が
、
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

を
中
心
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

健
康
づ
く
り
と
郷
土
を
知
る
こ

と
を
目
的
に
行
わ
れ
た
ウ
ォ
ー
ク

ラ
リ
ー
に
は
、
小
中
学
生
や
親
子

連
れ
な
ど
約

人
が
参
加
。
参
加

者
は
秋
空
の
下
、
社
会
福
祉
セ
ン

タ
ー
か
ら
山
田
寺
ま
で
の
往
復

を
、

ヵ
所
の
チ
ェ
ッ
ク
ポ

イ
ン
ト
で
ク
イ
ズ
を
楽
し
み
な
が

ら
和
や
か
に
歩
き
、
心
地
よ
い
汗

を
流
し
ま
し
た
。

ス
ポ
ー
ツ
で
心
も

体
も
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

ス
ポ
ー
ツ
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

祭
の
体
育
協
会
共
催
行
事
と
し

て
、

月

日
、

日
、
町
内
各

地
で

種
目
の
大
会
や
体
験
教
室

が
開
か
れ
、
た
く
さ
ん
の
人
が
ス

ポ
ー
ツ
に
親
し
み
ま
し
た
。

第

回
中
能
登
町
民

剣
道
大
会

月

日

鹿
島
武
道
館

小
学
生
初
級
の
部

第

位

三
浦

朋
大（
能
登
部
下
）

第

位

山
本

葉
月（
黒

氏
）

第

位

北
野

瑞
季（
能
登
部
下
）

林

千
香
子（
西
馬
場
）

小
学
生
中
級
の
部

第

位

黒
氏

勇
成（
能
登
部
下
）

第

位

駒
井

奨（
高

畠
）

第

位

瀧
野

勝
仁（
末

坂
）

山
本

峰
久（
黒

氏
）

小
学
生
上
級
の
部

第

位

黒
氏

志
朗（
能
登
部
下
）

第

位

土
居

功
季（
能
登
部
下
）

第

位

瀧
野

正
基（
末

坂
）

前
多

元
太（
末

坂
）

中
学
生
男
子
の
部

第

位

前
多

友
貴（
末

坂
）

第

位

大
森

雄
太（
能
登
部
上
）

第

位

宮
川

昌
尚（
能
登
部
下
）

山
本

峻
大（
黒

氏
）

中
学
生
女
子
の
部

第

位

中
村

光
花（
金

丸
）

第

位

石
田

菜
摘（
金

丸
）

第

位

石
端

翠（
金

丸
）

山
森

千
明（
西
馬
場
）

高
校
生
男
子
の
部

第

位

細
川

雄
平（
金

丸
）

第

位

中
村

元
気（
金

丸
）

第

位

神
前

祐
輔（
西
馬
場
）

島
橋

一
茂（
能
登
部
下
）

一
般
の
部

第

位

中
井

秀
人（
金

丸
）

第

回
中
能
登
町
民

ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

月

日

ク
ア
ト
ロ
ブ
ー
ム

団
体

第

位

肥
田
電
器

第

位

梅
ほ
し
い

第

位

亀
井

個
人

第

位

竹
坊

房
美（
能
登
テ
ッ
ク
）

第

位

稲
垣
さ
ゆ
り（
新

庄
）

第

位

亀
井
美
喜
男（
新

庄
）

第

回
中
能
登
町
民

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

月

日

運
動
公
園

第

位

武
部

第

位

レ
ッ
ド
ス
タ
ー
ズ

第

位

久
江
桃
瀬
川

石川県グラウンド・ゴルフ協会
よりご寄附いただきました。

月 日、アッピー鹿西で行な
われた 石川県普及指導員全
体研修会 において、ホールイン
ワン基金が集められ、 円ご
寄附頂きました。
ありがとうございました。

氷
見
卓
球
選
手
権

月

日

富
山
県

一
般
の
部

第

位

打
越

史
彦（
羽

坂
）

ホ
ー
プ
ス
の
部

第

位

岡
本

尚
吾（
黒

氏
）

第

位

町
口

智
哉（
良

川
）

バ
ン
ビ
女
子

第

位

出
雲

美
空（
廿
九
日
）

第

回
石
川
県

人
制
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
市
町
村
交
流
大
会

月

日

田
鶴
浜
体
育
館

女
子
の
部

第

位

中
能
登
町

選
手

杉
本

愛
、
延
川

恵
里

延
川

真
里
、
若
狭

和
代

石
過
奈
都
美
、
坂
本

知
世

南

愛
里

第

回
全
能
登
駅
伝

競
走
大
会

月

日

輪
島
市

七
尾
市

第

位

鹿
島
郡
チ
ー
ム

区

山
本

裕
美（
能
登
部
下
）

区

横
山

拓
生（
黒

氏
）

区

三
浦

克
欣（
能
登
部
下
）

区

堂
前

昭
三（

）

区

山
本

伸
幸（

）

区

田
中

大
貴（
二

宮
）

区

合
田

智
暁（
東
馬
場
）

区

堂
前
み
づ
ほ（
能
登
部
下
）

区

川
口

剛（
黒

氏
）

区

久
保

芳
斗（

）

は
区
間
賞

第

回
全
能
登
中
学
校

新
人
柔
道
大
会

月

日

羽
咋
市
武
道
館

男
子
団
体

第

位

鳥
屋
中
学
校

男
子
個
人

級

第

位

山
岸

護
弘（
鳥
屋
中
）

第

位

谷
屋

勝
鷹（
鹿
島
中
）

級

第

位

谷
口

貴
道（
鹿
島
中
）

第

位

大
垣
内
康
平（
鹿
西
中
）

級

第

位

北
原

卓
弥（
鳥
屋
中
）

第

回
中
能
登
町
民

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会

月

日

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
と
り
や

初
心
者
の
部

第

位

中
村

有
里（
鳥
屋
小
）

谷
内

文
香（
御
祖
小
）

第

位

平
田

亮
大（
鳥
屋
ク
ラ
ブ
）

堀
下

翔
吾

第

位

長
元

楓（
鳥
屋
小
）

吉
田

汐
里

石
過

真
由（
鳥
屋
小
）

坂
下

莉
紗

経
験
者
の
部

一
般
男
子

第

位

山
森
仁
一
朗（
西
馬
場
）

石
過

精（
今
羽
坂
）

第

位

宮
下

竜
一（
小
田
中
）

永
村

幸
治（
良

川
）

第

位

合
田

怜
史（
鹿
島
中
）

北
川

真
大

中

太
志（
鹿
島
中
）

毛
利

良
徳

一
般
女
子

第

位

北
原

雅
恵（
春

木
）

池
島

有
紀（
一

青
）

第

位

平
野
み
つ
子（
黒

氏
）

長
元

清
子（
良

川
）

第

位

長
元
あ
ず
さ（
鳥
屋
中
）

松
本

望
美

山
辺
佐
枝
子（
能
登
部
下
）

谷
内

篤
子（
金

丸
）

第

回
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大

会
の
じ
ぎ
く
兵
庫
大
会
が
、

月

日
、兵
庫
県
で
開
催
さ
れ
、卓

球
に
出
場
し
た
塩
谷
隆
さ
ん
が
見
事

に
ブ
ロ
ッ
ク
優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。

ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
陸
上
競

技
大
会
が
、

月

日

日
、
神

奈
川
県
で
開
催
さ
れ
、
小
幡
信
二
く

ん（

）、
赤
島
薫
さ
ん
（

）
が
出
場
、
小
幡
く
ん
が

位
に
入
賞
し
ま
し
た
。

ま
た
、

月

日

日
に
徳
島

県
で
開
催
さ
れ
る
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
卓
球
大
会
に
土
屋
憲
太
郎
く

ん
が
出
場
し
ま
す
。



中能登町内のいろいろな出来事を紹
介するコーナーです。
みなさんの周りの身近な情報をお知

らせください。お待ちしています。

連絡先

中能登町末坂 部 番地
中能登町企画課（鳥屋庁舎）

メール ＠

美しく快適なまちづくりを
町内の環境美化、緑化の推進を目的に秋のクリー
ン グリーンデーが、 月 日の午前 時 分から
行われ、たくさんの人が参加、汗を流されました。
天候に恵まれたこの日は、それぞれの集落内の道
路わきや広場などで、約 時間ほどかけながらごみ
を拾い集めました。みなさんの一生懸命な作業によ
り、すっかり町中がきれいになりました。参加され
たみなさん、朝早くから本当にお疲れ様でした。

秋晴れの下、見事な眺望
第 回中能登町碁石ヶ峰ウォーキング（主催 石

川県歩こう会連絡協議会、中能登町歩く 会）が、
月 日、碁石ヶ峰・原山大池を発着点とする約
キロのコースで行われました。
県内各地から参加した約 人は、さわやかな秋

晴れの下、約 時間にわたって歩き、山頂からは富
山湾や能登半島など素晴らしい眺望を楽しみ、心地
よい汗を流しました。

心にしみる温かい音色
日本を代表するクラリネット奏者・北村英治氏が
率いる 北村英治スーパーカルテット のコンサー
トが、 月 日、ラピア鹿島で開催されました。
今年で 歳となる北村さんは、スウィングジャズ
の名曲を深みのある演奏や、曲間の素敵なおしゃべ
りで、会場にお越しになったジャズを良く知る人か
ら、あまり知らない人まで存分に楽しませてくれま
した。

訓導・教諭、校長として 年余りの永きに
わたり務めてこられた故八木正一さん（二宮）
に正六位瑞宝双光章が贈られました。

平平和和 安安泰泰をを誓誓いい、、戦戦没没者者をを追追悼悼平和 安泰を誓い、戦没者を追悼

心に残る感動の歌
今、なお、歌い継がれる尾崎豊の歌を、感動とと

もに伝えるミュージカル 尾崎豊 心の景観 が、
月 日、ラピア鹿島で上演されました。
集まった幅広い年齢層のお客さんは、劇団ポプラ

のエネルギーあふれる歌と踊りで、尾崎豊の歌に遺
したメッセージ 生きることへの希望と夢を与える
メッセージ を感じ、感動を共有していました。

月 日、町戦没
者慰霊式と慰霊法要
が励志館で、約
人が参列し、しめや
かに執り行われまし
た。
式典は、遺族や関

係者など、参列者全

男女が互いにその人権を尊重しつつ、喜びも責任
もともに分かち合い、性別に関わりなく、その個性
と能力を十分発揮することができる豊かな社会の実
現を目指して、 月 日、カルチャーセンター飛翔
で男女共同参画のつどいが開催されました。
つどいでは、村瀬春樹氏による講演や、富山市男

女共同参画推進寸劇グループ 舫座
もやいざ

による寸劇が
行なわれ、男女共同参画推進に理解を深めました。

男男女女共共同同参参画画社社会会のの実実現現をを男女共同参画社会の実現を

故八木正一さん、
正六位 瑞宝双光章を受章

員で 分間の黙とうをした後、遺族会の代表が献灯、献水、献花を捧げ、戦没者のめい福を祈りました。
続いて、杉本町長が 平和の意味や人権の尊さを再認識し、全人類の恒久平和と核兵器のない世界の実
現に向けて全力を尽くします と式辞を述べ、平和への誓いを新たにしました。



女性のさらなる資質向上を
月 日、社会福祉センターで中能登町女性のつ

どいが開かれ、女性の資質向上を図るため、意見発
表や活動報告などが行われました。
その後行なわれた講演会では、講師としてお招き

した金城学園 遊学館高等学校で栄養士として 年
勤務された森坂八重子さんが 輝け 子どもたち
と題して講演。家族・子どもの接し方などを自身の
経験を例に、分かりやすく話されました。

勇壮なバチさばきを披露
第 回県下太鼓打競技会が、 月 日、ラピア鹿

島で開催され、約 組が勇壮なバチさばきを披露し
ました。
どの組も素早いながらも優雅な動きを見せ、身に

つけるまでの努力がうかがえる演奏で、その打ち鳴
らす太鼓の音と打ち手の掛け声は、力強く会場に響
きわたり、聞く人の心をひきつけていました。

第 位 高柳常栄・松本 保（鹿島天平太鼓）

小気味良い語り口に酔う
月 日、石動山・大宮坊で石動山文化講演会が

行われ、女流講談師の神田香織さんが 花も嵐も、
講釈師が語ります と題し、泣き笑い半生を講談で
語ってくれました。
講談は、調子を取る張り扇のリズムと題材に注釈

を付けて語る話芸で、聴衆は、神田さんの鳴らす パ
パン、パン という扇の音とテンポのいい語り口に
酔いしれていました。

町議会議員を 年間（ 期）の永きにわたり務められた合田
喜信さん（曽祢）に総務大臣感謝状が贈られました。

合田喜信さんに総務大臣より感謝状

年 ヵ月の間、民生委員を務めてこられた北口あき子さん
（徳前）に厚生労働大臣と谷本知事より感謝状が贈られました。

北口あき子さんに
厚生労働大臣と県知事より感謝状

月 日に行われた
伝達式の様子

食
育
は
誰
の
た
め

幼
児
体
験
が
食
習
慣
を
形
成
し

て
い
く
上
で
の
基
盤
で
あ
り
、
そ

の
人
の
一
生
の
食
事
の
行
動
パ

タ
ー
ン
に
影
響
を
与
え
る
こ
と
を

考
え
る
と
、
食
育
の
重
点
的
な
対

象
は
子
ど
も
た
ち
に
な
る
と
考
え

ら
れ
ま
す
。

し
か
し
、
食
育
は
決
し
て
子
ど

も
た
ち
だ
け
の
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
大
人
、
消
費
者
、
生
産
者
、

事
業
者
な
ど
幅
広
く
参
加
し
、
底

辺
の
広
が
り
を
持
つ
活
動
を
行
な

う
と
と
も
に
、
生
涯
を
通
じ
て
の

取
り
組
み
と
す
る
こ
と
が
必
要
で

す
。ま

た
、
食
育
は
、
本
来
、
主
に

家
庭
に
お
い
て
担
わ
れ
る
も
の
と

考
え
ら
れ
ま
す
が
、
核
家
族
化
の

進
行
な
ど
の
環
境
の
変
化
に
伴
っ

て
、
こ
れ
を
全
て
家
庭
に
委
ね
る

こ
と
は
現
実
的
で
は
な
く
、
家

庭
・
学
校
・
地
域
が
一
体
と
な
っ

て
取
り
組
む
こ
と
が
と
て
も
重
要

で
す
。

食
育
は
…

家
庭
・
学
校
・
地
域
が
一
体

と
な
っ
て
取
り
組
む
こ
と
が

必
要参

考
資
料

食
育
を
進
め
よ
う

北
陸
農
政
局

根根（（カカブブ））にに消消化化酵酵素素アアミミララーーゼゼ、、葉葉ににははカカロロチチンン・・ビビタタミミンン根（カブ）に消化酵素アミラーゼ、葉にはカロチン・ビタミン
をを多多くく含含みみ、、ダダイイココンン同同様様、、根根もも葉葉もも食食べべるるここととががででききまますす。。を多く含み、ダイコン同様、根も葉も食べることができます。
和和風風料料理理でではは、、かかぶぶらら蒸蒸しし、、ふふろろふふきき、、ああんんかかけけななどど 。。和風料理では、かぶら蒸し、ふろふき、あんかけなど 。
洋洋風風ととししててもも、、昔昔かからら鴨鴨とと羊羊のの料料理理にに付付けけ合合わわせせででよよくく使使わわれれてて洋風としても、昔から鴨と羊の料理に付け合わせでよく使われて
いいまますす。。います。

加工用として、例年 月 日すぎから
月 日頃まで出荷しています。
白かぶに比べ柔らかいのが特徴で、かぶ
ら寿しなどの漬物をはじめ、色々な料理に
よく合いますので一度お試しください。

竹 彰一さん（徳前）

食食育育をを推推進進すするる上上でで 地地産産地地消消（（地地食育を推進する上で 地産地消（地
元元産産のの食食材材をを地地元元でで消消費費すするるとといいうう考考元産の食材を地元で消費するという考
ええ方方））はは、、深深いい関関わわりりががあありりまますす。。え方）は、深い関わりがあります。
ここここでではは地地元元のの食食材材をを紹紹介介ししまますす。。ここでは地元の食材を紹介します。

連連
載載
第第

回回

連
載
第

回

食育・地産地消に関するお問い合わせ 中能登町農林課（鹿島庁舎）食育・地産地消に関するお問い合わせ 中能登町農林課（鹿島庁舎）

月 日に行なわれた親子クッキング教室
さつまいもを使った料理を作ろう

（ラピア鹿島）

頑頑張張っってていいまますす 生生産産者者頑張っています 生産者

取り組みのイメージ



日な
か
よ
し
広
場

（
の
ん
た
ん
お
話
グ
ル
ー
プ
）

つ
く
し
保
育
園

日な
か
よ
し
広
場

（
親
子
リ
ト
ミ
ッ
ク
）

あ
お
ば
保
育
園

日ふ
れ
あ
い
あ
そ
び

と
り
や
の
の
保
育
園

日表
現
会

た
ん
ぽ
ぽ
保
育
園

わ
く
わ
く
発
表
会

あ
お
ば
保
育
園

表
現
発
表
会

と
り
や
の
の
保
育
園

日す
く
す
く
相
談

つ
く
し
保
育
園

日ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト

こ
す
も
す
保
育
園

日発
表
会

さ
く
ら
保
育
園

能登白ねぎ 、豚バラミン

チ 、むきえび 、

ショウガ（みじん切り） 、

塩小さじ 、こしょう少々、

ごま油小さじ

餃子の皮 枚、片くり粉少々

醤油大さじ

酢大さじ

ごま油少々

日す
く
す
く
相
談

た
ん
ぽ
ぽ
保
育
園

日親
子
リ
ト
ミ
ッ
ク

あ
お
ば
保
育
園

日な
か
よ
し
広
場

た
ん
ぽ
ぽ
保
育
園

こ
す
も
す
保
育
園

お
話
の
会

と
り
や
の
の
保
育
園

日な
か
よ
し
広
場

さ
く
ら
保
育
園

日人
形
劇（
し
び
び
の
会
）

さ
く
ら
保
育
園

日す
く
す
く
相
談

さ
く
ら
保
育
園

日パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
の
会

と
り
や
の
の
保
育
園

日表
現
会

こ
す
も
す
保
育
園

発
表
会

つ
く
し
保
育
園

月月
のの
行行
事事

月
の
行
事

月月
のの
行行
事事

月
の
行
事

作作

りり

方方

作

り

方

材材

料料
【【

人人
分分
】】

材

料
【

人
分
】

ねぎの白い部分に包丁で十文字を入れてみ
じん切りにする。 えびの頭・皮を取り、包
丁でたたく。 豚肉とえびを合わせてショウ
ガ・塩・こしょうを加えてよく混ぜる。さら
にネギ・ごま油を加えてよく混ぜる。 餃子
の皮で具を包む。 を片栗粉で化粧する。

の粉をはたいて、たっぷりのお湯でゆが
き、上に上がってきたら出来上がり。 水気
を切って器に盛る。 の材料を合わせて添
える。

とりやのの保育園の地
域子育て支援センター
の行事予定はホーム
ページで見る事ができ
ます。

とりやのの保育園の地
域子育て支援センター
の行事予定はホーム
ページで見る事ができ
ます。

皮膚のうるおいは、皮脂と呼ばれるあぶら分と水分で一定に保たれていますが、湿度が低く乾燥した日本
の冬は皮膚をカサカサにしてかゆみを招きます。
かゆみは手足、とくに足のすねや太もも、あるいは腕から背中にかけて広がることが多く、皮膚の乾燥が
増すと皮膚がひび割れたりします。かゆいから といってかいてしまうと、悪化して湿疹をおこしてしまうこ
とも少なくありません。かゆくなりそうな入浴後など、保湿剤を皮膚に塗ってかかないように注意しましょう。

皮皮膚膚ののああぶぶらら分分やや水水分分がが少少なないい方方はは要要注注意意皮膚のあぶら分や水分が少ない方は要注意

食改おすすめ 能登白ねぎ をたっぷり使ったレシピ

平成 年度
希望される方は、保育園入園申込書に必要事項を記入押印の上、希望される町内保育園にお申し込みください。

受付期間 月 日（月） 月 日（木）午前 時 分 午後 時 分
入園申込書用紙は、各保育園と各庁舎に備えています。出産予定の方も含め、途中入園を希望される方も

予約申し込みをしてください。町外保育園を希望される場合も入園申し込みが必要です。希望保育園の了解
を得た上で、役場に提出してください。

町内の保育園
私立とりやのの保育園（春木） 公立たんぽぽ保育園（春木）
公立こすもす保育園（良川） 公立あおば保育園（二宮）
公立つくし保育園（水白） 公立さくら保育園（能登部下）

保育の内容

お問い合わせ 中能登町福祉課保育担当（鹿西庁舎）

中中能能登登町町保保育育園園入入園園案案内内中能登町保育園入園案内

肝炎ウイルス検診のお知らせ
型肝炎ウイルスに感染したまま放置すると肝がんを発症する割合

が高くなります。下記に該当される方は、検査を受けましょう。
対象者 町に住所を有する 歳以上で のいずれかに該当の方
平成 年度住民健診の肝機能検査で要指導と判定された方。
対象の方には個人通知します。
過去に肝機能異常を指摘されたことのある方
過去に広範な外科的処置を受けたことがある方、妊娠・分娩時に多量に出血したことのある方で定
期的に肝機能検査を受けていない方
検診日程 月 日（金） 日（土） 中能登町指定医療機関において
内容・費用 問診、血液検査（ 型、 型肝炎ウイルス検査） 無料
お申し込み・お問い合わせ 保健センターかしま

肝炎ウイルス検診のお知らせ

月 日までにお申
し込みください。
月 日までにお申

し込みください。

ご
寄
附

横
町

淑
子
さ
ん（
金
丸
）

よ
り
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
の
球
根

（

球
）を
頂
き
ま
し
た
。

さ
く
ら
保
育
園

稲
葉

勇
雄
さ
ん（
春
木
）

の
畑
で
芋
掘
り
を
体
験
さ
せ

て
頂
き
ま
し
た
。

と
り
や
の
の
保
育
園

た
ん
ぽ
ぽ
保
育
園

こ
す
も
す
保
育
園

ご
寄
附

事 業 内 容 中能登町立保育園（公立） とりやのの保育園（私立）

入 園 年 齢 生後 日（産休明け）以降から入園できます。 生後 日（産休明け）以降から入園できます。

通 常 保 育 平日 土曜 平日 土曜

長 時 間 保 育 平日 、 平日 、

延 長 保 育 平日 日額 円、月額 円 平日 無料

土曜午後保育

一 時 保 育 日額 円 歳未満児日額 円 歳以上児日額 円

子育て支援事業 入園前の家庭での保育を支援するため、相談受付や育児教室等を開催しています。気軽にご利用く
ださい。マイ保育園事業

病 後 児 保 育
通園中の子が病気の 回復期 であり、集団保
育の困難な期間、一時的にお預かりします。

事 業 内 容 中能登町立保育園（公立） とりやのの保育園（私立）

入 園 年 齢 生後 日（産休明け）以降から入園できます。 生後 日（産休明け）以降から入園できます。

通 常 保 育 平日 土曜 平日 土曜

長 時 間 保 育 平日 、 平日 、

延 長 保 育 平日 日額 円、月額 円 平日 無料

土曜午後保育

一 時 保 育 日額 円 歳未満児日額 円 歳以上児日額 円

子育て支援事業 入園前の家庭での保育を支援するため、相談受付や育児教室等を開催しています。気軽にご利用く
ださい。マイ保育園事業

病 後 児 保 育
通園中の子が病気の 回復期 であり、集団保
育の困難な期間、一時的にお預かりします。

入浴は短時間に…
長時間の入浴はさけましょう。また
洗いすぎは皮脂を落として乾燥させて
しまいます。

肌着選び…
刺激のない滑らかな綿素材にし
ましょう。

お部屋で…
暖房による湿度の低下に注
意しましょう。加湿器などで
湿度を保つことも大切です。

飲み物や食べ物…
お酒や香辛料など、刺激物

のとり過ぎは体が温まってか
ゆみがひどくなります。

かかゆゆみみののかゆみの
予予防防予防



お
気
軽
に
ど
う
ぞ

心
配
ご
と
相
談

日
時
・
場
所

月

日（
月
）

午
後

時

時

社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

階
身
障
室

鹿
島
庁
舎

階
相
談
室

鹿
西
庁
舎

階
相
談
室

お
問
い
合
わ
せ

中
能
登
町
社
会
福
祉
協
議
会

困
り
事
お
聞
き
し
ま
す

行
政
人
権
く
ら
し
の
相
談

日
時
・
場
所

月

日（
月
）

午
後

時

分

時

鹿
西
庁
舎

階
相
談
室

月

日（
火
）

午
後

時

分

時

鹿
島
庁
舎

階
相
談
室

月

日（
金
）

午
後

時

分

時

社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

階
身
障
室

お
問
い
合
わ
せ

中
能
登
町
福
祉
課
（
鹿
西
庁
舎
）

秘
密
は
守
ら
れ
ま
す

結
婚
相
談

日
時
・
場
所

月

日
（
水
）

午
後

時

時

社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

階
研
修
室

月

日
（
火
）

午
後

時

時

鹿
西
庁
舎

階
集
会
室

月

日
（
月
）

午
後

時

分

時

分

鹿
島
庁
舎

階
相
談
室

お
問
い
合
わ
せ

中
能
登
町
企
画
課
（
鳥
屋
庁
舎
）

一
人
で
悩
ま
ず
に

七
尾
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー

日
時
・
場
所

月

、

日

月

、

日

午
後

時

分

午
後

時

七
尾
駅
前
パ
ト
リ
ア

階

相
談
料分

以
内

千
円
（
要
予
約
）

お
問
い
合
わ
せ

金
沢
弁
護
士
会

役場へのお問い合わせは

鳥屋庁舎
総務課
財政担当
窓口サービス担当
企画課
情報担当
地域振興担当
税務課
会計課
議会事務局

鹿島庁舎
監理課
地籍担当
窓口サービス担当
土木建設課
農林課
商工観光課
上下水道課

鹿西庁舎
住民課
窓口サービス担当
保健環境課
福祉課
保育担当
介護担当
教育文化課
生涯学習課
スポーツ担当

困
り
ご
と
あ
り
ま
せ
ん
か

ひ
と
り
親
家
庭
相
談

日
時
・
場
所

月

日
（
火
）

午
前

時

午
後

時

鹿
西
庁
舎

階
相
談
室

お
問
い
合
わ
せ

中
能
登
町
福
祉
課
（
鹿
西
庁
舎
）

ご
存
知
で
す
か

屋
根
雪

落
下
防
止
の
補
助
制
度

冬
期
間
、
屋
根
雪
が
道
路
に
落
ち

て
心
配
と
い
っ
た
事
は
あ
り
ま
せ
ん

か
？
。
町
に
は
、
屋
根
雪
落
下
防
止

装
置
設
置
に
対
す
る
補
助
制
度
が
あ

り
ま
す
。

対
象
と
な
る
の
は
、
公
の
道
路
上

に
屋
根
雪
が
落
下
す
る
建
物
の
所
有

者
、
ま
た
は
管
理
者
の
方
で
、
こ
れ

を
防
止
す
る
た
め
に
実
施
す
る
雪
止

用
の
屋
根
瓦
に
ふ
き
替
え
る
経
費
の

（
限
度
額

万
円
）が
補
助
さ

れ
ま
す
。

冬
期
間
、
通
行
な
ど
に
影
響
が
な

い
よ
う
、ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ

中
能
登
町
土
木
建
設
課

（
鹿
島
庁
舎
）

身
近
で
頼
れ
る
司
法

法
テ
ラ
ス

業
務
開
始

日
本
司
法
支
援
セ
ン
タ
ー

法
テ

ラ
ス

で
は
、
法
的
ト
ラ
ブ
ル
を
解

決
す
る
に
は
ど
の
よ
う
な
方
法
が
あ

る
の
か
わ
か
ら
な
い
、
ど
こ
に
相
談

す
れ
ば
よ
い
の
か
わ
か
ら
な
い
、
と

い
っ
た
方
に
役
立
つ
情
報
を
無
料
で

提
供
し
ま
す
。

法
テ
ラ
ス
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

犬
は
正
し
く
し
つ
け
、

正
し
く
飼
い
ま
し
ょ
う

近
隣
の
方
に
迷
惑
を
か
け
な
い
よ

う
、
家
族
の
一
員
と
し
て
正
し
く
し

つ
け
、
正
し
く
飼
い
ま
し
ょ
う
。

放
し
飼
い
は
や
め
ま
し
ょ
う

犬
を
放
し
飼
い
に
す
る
と
、
時
に

人
を
攻
撃
し
た
り
、
他
人
の
土
地
、

作
物
な
ど
を
あ
ら
し
た
り
し
て
迷
惑

を
か
け
ま
す
。

犬
の
フ
ン
の
後
始
末
を

犬
の
散
歩
を
す
る
と
き
に
は
フ
ン

が
つ
き
も
の
で
、
そ
の
後
始
末
は
飼

い
主
の
義
務
で
す
。
フ
ン
は
袋
に
入

れ
て
持
ち
帰
り
ま
し
ょ
う
。

犬
の
散
歩
必
須
ア
イ
テ
ム

リ
ー
ド
（
引
綱
）、
テ
ィ
ッ
シ
ュ
、

ゴ
ミ
袋

お
問
い
合
わ
せ

中
能
登
町
保
健
環
境
課

（
鹿
西
庁
舎
）

月

日
か
ら

日
は

税
を
考
え
る
週
間

小
中
学
生
の
作
品
展
示

日
時
・
場
所

月

日

日

ア
ル
プ
ラ
ザ
鹿
島
店

税
理
士
に
よ
る
無
料
税
務
相
談

日
時
・
場
所

月

日
（
日
）
午
前

時

ア
ル
プ
ラ
ザ
鹿
島
店

始
め
よ
う

自
宅
や
オ
フ
ィ
ス
か
ら
国
税
の
申

告
や
納
税
が
で
き
ま
す
。
特
に
ご
利

用
回
数
の
多
い
手
続
き
に
大
変
便
利

で
す
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
開
始
届
出

書
作
成
・
提
出
コ
ー
ナ
ー
か
ら
手
続

き
を
お
願
い
し
ま
す
。

年
末
調
整
説
明
会

日
時
・
場
所

月

日
（
火
）

午
前

時

分

七
尾
サ
ン
ラ
イ
フ
プ
ラ
ザ

お
問
い
合
わ
せ

七
尾
税
務
署

個
人
事
業
税
の
納
期
限
は

月

日
で
す

最
寄
の
金
融
機
関
で
納
期
内
に
納

税
し
ま
し
ょ
う
。

口
座
振
替
の
お
す
す
め

手
続
き
は
、
金
融
機
関
に
備
え
付

け
の
口
座
振
替
申
出
書
に
必
要
事
項

を
記
載
し
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ

石
川
県
総
務
部
税
務
課

家
屋
を
取
壊
し
た
と
き
は

ご
連
絡
を

家
屋
な
ど
を
取
り
壊
し
た
と
き

は
、
税
務
課
（
鳥
屋
庁
舎
）、
ま
た

は
各
庁
舎
の
窓
口
サ
ー
ビ
ス
担
当
ま

で
届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

認
印
を
ご
持
参
く
だ
さ
い

お
問
い
合
わ
せ

中
能
登
町
税
務
課
（
鳥
屋
庁
舎
）

月
町
営
住
宅
入
居
募
集
状
況

住

宅

名

戸
数

空
き
状
況

黒

氏

住

宅

戸

空
き
室
な
し

末

坂

住

宅

戸

空
き
室
な
し

末
坂
第

住
宅

戸

空
き
室
な
し

コ
ー
ポ
と
り
や

戸

空
き
室
な
し

春

木

住

宅

戸

空
き
室
な
し

川

田

住

宅

戸

空
き
室
な
し

芹

川

住

宅

戸

空
き
室
な
し

久

江

住

宅

戸

戸

金

丸

住

宅

戸

空
き
室
な
し

募
集
期
間

月

日

日

受
付
時
間

午
前

時

午
後

時

土
日
祝
日
は
受
付
し
て
い
ま
せ
ん
。

墓
地
公
苑

使
用
者
募
集
（
随
時
受
付
中
）

名

称

型

面
積

永

代
募
集

（

）

使
用
料
区
画

文
崎
墓
地

型

万
円

型

万
円

墓
地
公
苑

と
り
や

型

万
円

墓
地
公
苑

に
の
み
や

型

万
円

型

万
円

お
問
い
合
わ
せ

中
能
登
町
監
理
課
（
鹿
島
庁
舎
）

月
町
営
住
宅
入
居
募
集
状
況

住

宅

名

戸
数

空
き
状
況

黒

氏

住

宅

戸

空
き
室
な
し

末

坂

住

宅

戸

空
き
室
な
し

末
坂
第

住
宅

戸

空
き
室
な
し

コ
ー
ポ
と
り
や

戸

空
き
室
な
し

春

木

住

宅

戸

空
き
室
な
し

川

田

住

宅

戸

空
き
室
な
し

芹

川

住

宅

戸

空
き
室
な
し

久

江

住

宅

戸

戸

金

丸

住

宅

戸

空
き
室
な
し

墓
地
公
苑

使
用
者
募
集
（
随
時
受
付
中
）

名

称

型

面
積

永

代
募
集

（

）

使
用
料
区
画

文
崎
墓
地

型

万
円

型

万
円

墓
地
公
苑

と
り
や

型

万
円

墓
地
公
苑

に
の
み
や

型

万
円

型

万
円

お
問
い
合
わ
せ

中
能
登
町
監
理
課
（
鹿
島
庁
舎
）

か
す
み
網
等
に
よ
る
密
猟

の
防
止
に
つ
い
て

毎
年
、
秋
の
渡
り
鳥
の
シ
ー
ズ
ン

に
入
る
と
県
下
で
は

か
す
み
網

を
使
用
し
た
密
猟
が
摘
発
さ
れ
て
い

ま
す
。
密
猟
は
違
法
行
為
で
す
。
密

猟
現
場
を
発
見
し
た
際
に
は
関
係
機

関
に
情
報
提
供
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

発
見
時
の
連
絡
先

・
中
能
登
農
林
総
合
事
務
所

・
七
尾
警
察
署

お
問
い
合
わ
せ

石
川
県
自
然
保
護
課



中能登町の下水道
整備率 ％
普及率 約 ％
（ 月 日現在）

コ
ー
ラ
ス
ろ
く
せ
い

周
年
記
念

フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

日
時
・
場
所

月

日
（
日
）
午
後

時

カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
飛
翔

入
場
無
料

賛
助
出
演

鹿
西
中
学
校
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
部

エ
ー
デ
ル
ワ
イ
ス
（
鹿
島
地
区
）

お
問
い
合
わ
せ

カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
飛
翔

マンホールの秘密
マンホールは地表面では、鉄蓋しか見えていませんが、地中では絵の
ようになっています。では、何故マンホールは必要なのでしょうか。

みなさんもご存知かと思いますが、下水道は、大半が目に見えない地面の中
にあり、管路の点検と清掃のため、ある間隔でマンホールを必要とします。
従来は人が直接出入りして作業を行っていましたが、最近では機械による作
業も一般化しており、これらの機器の搬入口としても利用されています。
また、マンホールがないと下水道がどこにあるのか解らなくなりますし、
もし管に異常があったときにも困ります。さらに、地震などの災害時には水
道・電気などのライフラインの復旧と合わせて、トイレの確保が一番求めら
れます。下水道管路にマンホールがあれば、蓋を開けて、足場を架けれ
ば臨時のトイレに使用できます。
では、なぜマンホールの蓋は丸いのでしょうか。四角のふたは、開いた

時にふたがマンホールの中に落ち込むことがありますが、丸型なら中へ落ち
込むことはありません。四角なものは中に入っての工事をしやすくしたい場
合とか、中に収納される機器の形状からその方が便利な場合に使用されます。

青
山
彩
光
苑
障
害
者
週
間

（

月

日

日
）

日
時
・
内
容
・
場
所

・

月

日
（
日
）
午
後
か
ら

石
川
県
立
七
尾
養
護
学
校

体
験
入
学
・
寄
宿
舎
体
験

日
時

・
小
学
部
・
中
学
部

月

日
（
水
）
午
前

時

・
高
等
部

月

日
（
木
）
午
前

時

午
前
だ
け
、午
後
だ
け
の
参
加
可
。

お
問
い
合
わ
せ

石
川
県
立
七
尾
養
護
学
校

第

回
石
川
県
警
察
音
楽
隊

定
期
演
奏
会

日
時
・
場
所

月

日
（
日
）

午
後

時

分

石
川
厚
生
年
金
会
館
大
ホ
ー
ル

入
場
無
料

お
問
い
合
わ
せ

石
川
県
警
察
本
部
広
報
室

遠隔学習（ 会議）
システム利用講座
平成 年度いしかわ特別文化講座

講師

（東京大学名誉教授・医学博士）

日時・場所

月 日（日）

午後 時 分

カルチャーセンター飛翔

定員 名

入場無料、申し込み不要

現現代代人人ははななぜぜ利利口口なな現代人はなぜ利口な
ババカカににななっったたののかかバカになったのか

養養老老 孟孟司司氏氏養老 孟司氏

日時・場所

午後 時

カルチャーセンター飛翔

入場無料

出場者募集

月 日（火）までに

カルチャーセンター飛翔（

）または、生涯学習課、

ふるさと創修館、ラピア鹿島、

お申し込みください。先着 名。

（参加費 組 円）

日時・場所

園芸講座のご案内
旬の花卉 を
使った園芸講座を開催します

日時・場所
月 日（土）午前 時

町ハウス村内ハウス棟（良川）

講 師
七尾園芸 安井一郎 氏

受講料
名 円

募集人数
名（定員になり次第締切）

農林課または各庁舎窓口に備
え付けの申込書に必要事項を記
入し、 月 日（水）までに農
林課まで

お申し込み・お問い合わせ
中能登町農林課（鹿島庁舎）

葉葉ボボタタンン葉ボタン

石
川
職
業
能
力
開
発
短
大

自
己
推
薦
出
願
受
付
中

書
類
審
査
と
面
接
に
よ
り
、
合
否

を
判
断
し
ま
す
。
高
等
学
校
の
推
薦

書
は
、
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

募
集
科

生
産
技
術
科
・
電
子
技
術
科

情
報
技
術
科

出
願
受
付
期
間

月

日
（
金
）
ま
で

試
験
日
は

月

日
（
土
）

お
問
い
合
わ
せ

石
川
職
業
能
力
開
発
短
期
大
学
校

豊
か
な
自
然
の
中
を
歩
く

林
道
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ

近
世
の
薫
り
が
ほ
の
か
に
漂
う
林

道
城
石
線
を
歩
き
、
周
辺
に
あ
る
名

所
旧
跡
を
訪
ね
た
り
、
ふ
れ
あ
い
セ

ン
タ
ー
や
ま
び
こ
荘
で
そ
ば
の
手
打

ち
な
ど
を
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日時・場所
月 日 鹿西庁舎
午前 時 分 時
午後 時 時

月 日 鹿島庁舎
午前 時 時

ご協力お願いします。

月 日（祝）

お
気
軽
に
お
立
ち
寄
り
下
さ
い

林
清
市
写
真
展

期
間
・
場
所

月

日（
木
）

月

日（
日
）

ふ
る
さ
と
創
修
館

毎
週
火
曜
日
は
休
館
日

入
場
無
料

日
時

月

日
（
日
）
午
前

時

コ
ー
ス

鹿
島
庁
舎

多
根
町

石
動
山

対
象
者

七
尾
市
、
中
能
登
町
に
在
住
の
方

参
加
費

円
（
当
日
徴
収
）

応
募
方
法
・
お
申
し
込
み
締
切
日

ハ
ガ
キ
に
て
住
所
・
氏
名
・
電
話

番
号
を
記
入
の
上
、
事
務
局
ま
で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

月

日

（
土
）
消
印
ま
で
有
効
で
す
。

募
集
人
員

名
（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

中
能
登
町
井
田

中
能
登
町
農
林
課
（
鹿
島
庁
舎
）

月 日（日）午前 時
ラピア鹿島

講演（惣万佳代子氏）、ふれあいステー
ジ（吹奏楽など）、抽選会、介護体験など
介護・年金・税金・保健相談の事前受

付をします。希望の方は、社会福祉協議
会（ ）まで。

月 日（日）午前 時
ラピア鹿島

講演（惣万佳代子氏）、ふれあいステー
ジ（吹奏楽など）、抽選会、介護体験など
介護・年金・税金・保健相談の事前受

付をします。希望の方は、社会福祉協議
会（ ）まで。

第第 回回 中中能能登登町町福福祉祉ののつつどどいい第 回 中能登町福祉のつどい
日時・場所

内 容

利
用
者
の
方
の
芸
術
発
表
な
ど

ア
ル
プ
ラ
ザ
鹿
島

・

月

日
（
土
）

講
演
会
、
模
擬
店
、
バ
ザ
ー
な
ど

青
山
彩
光
苑

障
害
者
週
間
に
関
す
る
標
語
・
ポ

ス
タ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

社
会
福
祉
法
人
徳
充
会

骨
髄
バ
ン
ク
登
録
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

骨
髄
ド
ナ
ー
登
録
は
、
常
時
受
け

付
け
て
い
ま
す
。
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ

石
川
県
健
康
福
祉
部
医
療
対
策
課



この夏、映画になった 博士の愛した数式 。
この作品は第一回本屋大賞になり、また、第 回青少年読

書感想文全国コンクール 高等学校の部 の課題図書にもなりました。
ご覧になられた方もいらっしゃるかと思いますが、今一度、あの感動をお届けします。

この
この
感想
覧に

が入りました。
連続テレビ小説
ひまわり

主人公の元 が弁護士になる
べく奮闘する姿と、彼女を取り巻
く人間模様が描かれています。

にな
取り
す。

秋の行楽特集と
して、名所・寺社
仏閣コーナーを設
けました。能登・
金沢のガイドブッ
クもあります。秋深まる今、ふるさとの再発見を
してみませんか？

こ
れ
か
ら
寒
い
季
節
を
迎
え
る
に
あ
た
り
暖
房
器
具
を
使
用
す
る
機
会
が
増

え
、
よ
り
一
層
の
火
災
に
対
す
る
注
意
が
必
要
と
な
っ
て
き
ま
す
。

消
防
本
部
で
は
、

月

日
（
木
）
か
ら

月

日
（
水
）
の

日
間
、
み
な

さ
ん
に
火
災
に
対
す
る
警
戒
心
を
呼
び
か
け
、
火
災
の
発
生
を
防
止
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
秋
の
火
災
予
防
運
動
が
行
わ
れ
ま
す
。

火
災
予
防
運
動
期
間
中
の
主
な
行
事

月

日
は

一
一
九
番

の
日

事
業
所
及
び
一
般
住
宅
の
方
を
対
象
に
、

番
通
報
訓
練
を
行
い
ま
す
。

防
火
広
報

午
後

時
に
一
分
間
の
サ
イ
レ
ン
吹
鳴
を
行
い

ま
す
。就
寝
前
に
火
の
元
点
検
を
お
願
い
し
ま
す
。

火
災
防
ぎ
ょ
訓
練

月

日
（
日
）
午
前

時

分
か
ら
中
能
登

町
役
場
鳥
屋
庁
舎
周
辺
で
実
施
さ
れ
ま
す
の
で
、

周
辺
の
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
お
願
い
致
し
ま
す
。

災
害
に
関
す
る
情
報
や
、
防
火
に
つ
い
て
の

ご
相
談
・
各
種
講
習
会
の
お
問
い
合
わ
せ
は

中
能
登
消
防
署《

七
尾
鹿
島
広
域
圏
事
務
組
合
》

災
害
に
関
す
る
情
報
や
、
防
火
に
つ
い
て
の

ご
相
談
・
各
種
講
習
会
の
お
問
い
合
わ
せ
は

中
能
登
消
防
署《

七
尾
鹿
島
広
域
圏
事
務
組
合
》

お詫びと訂正

広報なかのと 月号掲
載の図書館まつりの記
事で、日時が 月 日
（水）となっていまし
たが、正しくは 月
日（土）です。みなさ
まにご迷惑をおかけし
ましたことを心よりお
詫び申し上げます。

広報なかのと 月号掲
載の図書館まつりの記
事で、日時が 月 日
（水）となっていまし
たが、正しくは 月
日（土）です。みなさ
まにご迷惑をおかけし
ましたことを心よりお
詫び申し上げます。

お詫びと訂正た
か
さ
ご
や

夫
に
な
る
人

妻
に
な
る
人

住
所

森
本

哲
哉

駒
井
由
紀
子
（
高

畠
）

青
山

和
也

垣
脇
真
希
子
（
久

江
）

松
本

映
生

高
田

寿
恵
（
坪

川
）

山
口

健
一

鈴
木

良
子
（
金

丸
）

橋
本

拓
也

平
岡

裕
梨
（
二

宮
）

澤
井

晃
一

川
畑
麗
伊
香
（
良

川
）

山
下

正
人

橋
本

英
里
（
久
乃
木
）

清
水

鉄
夫

本
田

明
子
（
黒

氏
）

安
田

浩
明

南

里
佳
（
能
登
部
下
）

お
め
で
た

氏

名

届
出
人

住
所

土
田

結

愛

光

洋

（
二

宮
）

表

佑

樹

利

英

（
在

江
）

樂
満

菜

緒

哲

也

（
徳

前
）

泉

善

文

豊

昭

（
井

田
）

久
保

昂

永

利

通

（
良

川
）

藤
井

愛

大

（
新

庄
）

三
浦

こ

こ

次

郎

（
良

川
）

藤
澤

穂

香

恒

（
在

江
）

平
田

涼

太

大

丞

（
東
馬
場
）

築
山

あ
か
り

武

志

（
春

木
）

お
く
や
み

氏

名

年
齢

住

所

藤

馬

翠

歳
（
小

竹
）

山

外

井

歳
（
能
登
部
下
）

長
谷
川

よ

つ

歳
（
春

木
）

大

湯

一

之

歳
（
久

江
）

小
谷
内

ふ

よ

歳
（
春

木
）

細

川

文

吉

歳
（
一

青
）

宮

本

シ
ゲ
子

歳
（
藤

井
）

池

上

和

子

歳
（
西
馬
場
）

亀

井

ふ
み
子

歳
（
新

庄
）

島

き
み
枝

歳
（
武

部
）

お
断
り

こ
の
コ
ー
ナ
ー
へ
の
掲
載
は
、
当
町
に
住
所
を

有
す
る
方
が
当
町
で
届
出
を
し
、
掲
載
希
望
が
あ

る
方
の
み
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
他
市
町
村
で

届
出
さ
れ
、
掲
載
を
希
望
す
る
場
合
は
、
住
民
課
（

）
ま
で
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

当
町
に
住
所
を

有
す
る
方
が
当
町
で
届
出
を
し
、
掲
載
希
望
が
あ

る
方
の
み
と

宮
本

典
潔
さ
ん（
福
井
県
）よ
り

万
円

ご
厚
志
に
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
税

第

期

介
護
保
険
料

第

期

上
下
水
道
料

月
使
用
分

納
期
内
納
付
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

町
税
の
納
付
の
相
談
は

中
能
登
町
税
務
課
（
鳥
屋
庁
舎
）

月

日

鍛
治
医
院

日

安
田
医
院

日

藤
田
医
院

月

日

今
井
医
院

日

毛
利
医
院

日

な
か
お
内
科
医
院

月

日

や
ま
ざ
き
ク
リ
ニ
ッ
ク

日

桜
井
小
児
科
医
院

日

公
立
能
登
総
合
病
院

月

日

せ
い
し
ゅ
こ
ど
も
ク
リ
ニ
ッ
ク

日

恵
寿
総
合
病
院

日

や
ま
ざ
き
ク
リ
ニ
ッ
ク

環
境
日
本
海
サ
ー
ビ
ス

月

日

日

黒
氏
・
一
青
・
黒
氏
新
町
・
良
川

月

日

日

廿
九
日
・
川
田
・
新
庄

月

日

日

羽
坂
・
大
槻
・
春
木
・
瀬
戸

花
見
月
・
末
坂
・
深
沢

月

日

日

尾
崎
・
水
白
・
久
江
・
小
田
中

福
田

月

日

日

藤
井
・
高
畠
・
小
金
森
・
曽
祢

月

日

日

在
江
・
坪
川
・
西
・
久
乃
木

月

日

日

武
部
・
二
宮
・
徳
前
・
浅
井
・
芹
川

月

日

日

井
田
・
小
竹
・
最
勝
講
・
東
馬
場

月

日

日

能
登
部
下
・
上
後
山
・
下
後
山

月

日

日

金
丸

月

日

日

西
馬
場
・
能
登
部
上
・
縄
手
・
徳
丸

月

日

月

日

受
付
分

平成 年
月 日現在

人口
人（ ）

男
人（ ）

女
人（ ）

世帯数
世帯（ ）

（ ）内は前月比

平成 年
月 日現在

人口
人（ ）

男
人（ ）

女
人（ ）

世帯数
世帯（ ）

（ ）内は前月比
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おおきくなあれおおきくなあれおおきくなあれおおきくなあれ

今月の表紙は今月の表紙は今月の表紙は今月の表紙は今月の表紙は今月の表紙は

加藤　玲央くん　（２歳）
雅章さん、一女さんご夫婦の次男（二宮あおば台）

れ　　お　

鍋岡　詩織ちゃん　（２歳）
洋さん、好美さんご夫婦の長女（井田）

し　 おり

パパ・ママからひとこと

兄弟で野球選手目指して練

習中¡これからもお兄ちゃん

と仲良く、夢に向かって頑張

ってねs

パパ・ママからひとこと

お兄ちゃんと仲良く、すく

すくと元気に大きくなっ

てねs

このコーナーで紹介する3歳以下のお子様を募集します。
「お子様の写真」と「お子様へのことば（40文字以内）」を
郵送または持参してください。

能登白ねぎ収穫体験・料理教室能登白ねぎ収穫体験・料理教室能登白ねぎ収穫体験・料理教室

　子どもたちに食育と地産地消の大切さを学んでもらう

ことを目的に「能登白ねぎ収穫体験・料理教室」が、11月

４日、前田勇さん圃場などで開催され、6組14人の親子が

収穫する楽しさと喜びを体感しました。

　収穫体験では、子どもたちが親と協力して作業を行い、

白ネギに寄せられた土をよけて、折れないように丁寧に

引き抜いていました。

　収穫後、農村環境改善センターパルみおやに移動し、

収穫した能登白ねぎや地元の食材を使って、慣れない手

つきで料理に挑戦。甘くて、やわらいかい能登白ねぎを使

った水ぎょうざとお好み焼きを作りました。

　参加者は出来上がった料理を味わいながら、自らの料

理に舌つづみをうち、中能登の食材の素晴らしさを学び

ました。




